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環境配慮の目標

    環境マネジメント体制
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電気、ガス、重油の使用量を原油換

算してエネルギー使用量を比較する

と、電気の割合が8割以上であるこ

とがわかります。

電力使用量

2016年度以降、節電努力等により、

電力使用量は年々減少傾向にありま

す。

2020年度は2019年度に比べて約１

割減少しています。

原油換算エネルギー使用量

本学で使用している電気、ガス、重

油を原油換算したエネルギー使用量

の推移を表しています。

2016年度以降，節電努力等により

年々減少傾向となりました。

エネルギー使用割合

   環境パフォーマンス
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   環境パフォーマンス

2019年度より、コロナ対策による屋

外手洗い場の増設等により使用量が

増設しました。

水道使用量

2017年度より空調機機がガス空調よ

り電気空調へ変更したため、ガスの

使用量が減少しました。

電気空調への推移が進み、年々減少

傾向です。

2016年度にボイラー設備の撤去が完

了しており、重油の購入はありませ

ん。

ガス使用量

重油購入量
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廃棄物等による環境負荷低減
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